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「
な
び
つ
ま
」
と
は…

　古
代
に
は
、
現
高
砂
市
域
の
大
半
は
加
古
川
の
旧
流
路
中
か
海
中
に
あ
り
、
河
口
付
近

に
は
砂
州
が
発
達
し
て
、
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、

「こ郡お
りの
南
の
海
中
に
小
嶋
あ
り
。
名
を
南な

び

都つ

麻ま

と
曰
ふ
」
と
あ
り
ま
す
。
景
行
天
皇
の

妻つ
ま

訪ど

い
伝
承
で
有
名
な
こ
の
南

都
麻
（
隠な
び

妻つ
ま

）
島
は
、
加
古
川
河
口
部
付
近
に
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　た
か
さ
ご
史
話
59

　〜
古
代
高
砂
の
景
観
〜

　よ
り

　こ
の
会
報
を
通
し
て
会
員
と
会
議
所
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

地
元
「
高
砂
」
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
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令和4年度事業計画・収支予算承認

人生は楽しんだもん活ち！です

地域に根付いた
　　　　　「顔の見える塗装店」に

高砂ビールを造って
　　　　　　　高砂をもっと元気に!
LINCシェアタイムが新たな取り組み

荒井小学校・中学校の
　　『校歌』を作曲した　𠮷田　正

町家風の店舗でいただく
　　　　　　こだわりの手打ちそば

エリザベス二世
　ご成婚70周年記念1000ポンド金貨

活動報告、お知らせ

令和4年度高砂商工会議所議員選挙

令和4年度高砂商工会議所議員選挙
選任の日程(案)　他

今月の表紙
兵庫県いなみ野学園学生の
伊藤次郎さん提供

「高砂神社」

　謡曲『高砂』発祥の地であ

る高砂神社｡「相生の松｣「尉

と姥」でも有名だが、北門を

望むこのアングルは珍しい。
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会
議
所
の
動
き

通
常
議
員
総
会

事
業
計
画
・
収
支
予
算
承
認

令
和
4
年
度

報
告
第
5
号
　退
会
会
員
に
つ
い
て

が
報
告
さ
れ
、通
常
議
員
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

彩
な
文
化
芸
術
の
高
揚
を
図
り
、「
会
議
所
の

創
生
」
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か

う
事
業
所
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
、
健
康
経
営
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
未
来
へ
帆
を
あ
げ
て
」―
―
伝
統
の
蓄
積
を

〝
今
〞に
生
か
し
、
時
代
の
脈
動
と
呼
応
し
、
新

時
代
の
扉
を
開
く
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
新

価
値
共
創
」
に
、
総
力
を
結
集
し
て
挑
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
4
年
度
の
本
所
事
業
活
動
を
決
定
す
る

通
常
議
員
総
会
が
3
月
14
日
㈪
生
石
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
同
総
会
で
は
、
森
本
会
頭
を
は
じ
め
役
員
、

議
員
約
50
名
が
出
席
し
、
会
頭
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
事
録
署
名
人
を
指
名
し
、
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

議
案
第
1
号

 常議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

　令和
4
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
3
号

　令和
4
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
4
号

　会館
建
設
準
備
特
別
会
計
の
設

　
　
　
　
　
　置に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
第
1
号
　3
号
議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

報
告
第
2
号
　議
員
職
務
執
行
者
変
更
に
つ
い
て

報
告
第
3
号
　就
業
規
則
の一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
4
号
　新
入
会
員
に
つ
い
て

　
本
年
の
干
支
は「
壬
寅（
み
ず
の
え
・
と
ら
）」、

厳
し
い
冬
を
超
え
た
春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に

溢
れ
、華
々
し
く
生
ま
れ
る
。当
地
に
お
い
て
も
、

色
と
り
ど
り
の
芽
吹
き
を
結
実
さ
せ
て
い
き
た

く
、
第
28
期
を
締
め
く
く
る
今
年
度
の
運
営
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、「
未
来
へ
帆
を
あ
げ
て
―
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
新
価
値
共
創
―
」
と
い
た

し
ま
す
。

　「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
は
、「
幸
福
」
を

意
味
す
る
概
念
で
、
S
D
G
s
の
ゴ
ー
ル
の
一

つ
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

験
し
た
私
た
ち
は
、
今
一
度
、「
幸
福
と
は
何

か
」
を
問
い
直
し
、
産
業
・
ま
ち
・
会
議
所
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
独
自
の
個
性
に

彩
ら
れ
た
「
高
砂
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
大
輪

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　「
産
業
の
創
生
」
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
・

A
I
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
等
、
新
し
い
技
術
革
新

に
対
応
し
た
「
世
界
最
先
端
の
環
境
都
市
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
、「
ま
ち
の
創
生
」
で
は
、

謡
曲
「
高
砂
」、
ジ
ャ
ズ
シ
テ
ィ
、
あ
な
ご
、

松
右
衛
門
帆
、
高
砂
染
め
、
竜
山
石
な
ど
の
多

 
令
和
4
年
度

　運
営
ス
ロ
ー
ガ
ン 

未
来
へ
帆
を
あ
げ
て

―
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
新
価
値
共
創
―

　
世
界
は
今
、
気
候
変
動
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ

の
対
応
、
社
会
の
分
断
な
ど
で
大
き
く
変
貌
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
は
岸
田
政
権

が
誕
生
し
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
掲
げ
、

成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、
地
方
疲
弊
、
財
政
再
建
な
ど
の
懸

案
に
も
踏
み
込
み
、
明
る
い
未
来
へ
導
い
て
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
所
の
第
28
期
も
最
終
年
度
を
迎
え

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
た
過
去
2
年

間
で
し
た
が
、
会
員
各
位
の
力
強
い
ご
支
援
の

も
と
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
各
種
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

　
　
令
和
4
年
度
　
重
点
事
業

◇
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
会
員
事
業
所
へ
の

伴
走
型
支
援

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

職
域
接
種
の
実
施

◇
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
推
進
に
向
け

た
取
組
み
支
援

◇
企
業
内
起
業
家
輩
出
と
創
造
的
産
業
誘
致

（
L
I
N
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

◇
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
盤
と
な
る
次
世
代
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
推
進

◇
独
自
の
個
性
に
彩
ら
れ
た
高
砂
ル
ネ
サ
ン
ス

の
推
進

◇
世
界
最
先
端
の
環
境
都
市
づ
く
り
の
推
進

◇
商
工
会
議
所
の
役
割
と
活
用
に
つ
い
て
の
広

報
促
進
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会議所の動き

 
　
　
令
和
4
年
度
　
事
業
計
画

１
．
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
中
小
企
業
事
業
発
展

の
た
め
に
）

⑴
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
支
援

　
1
．
国
・
県
・
市
が
実
施
す
る
緊
急
経
済
対

策
等
の
情
報
提
供

　
2
．
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う
会
員
事
業
所
へ

の
伴
走
型
支
援

　
3
．
新
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
業
種
転
換
、

販
路
開
拓
支
援

　
4
．
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
体
制
の
確
立

⑵
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
施
策
の
推
進

　
1
．
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
促
進
に

向
け
た
取
組
み
支
援

　
2
．
S
N
S
活
用
、
I
T
機
器
導
入
に
よ
る

生
産
性
向
上
と
販
路
開
拓
の
支
援 

　
3
．
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
関
連
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施

　
4
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

⑶
中
小
企
業
経
営
支
援

　
1
．
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
融
資
（
マ
ル

経
）
等
各
種
融
資
の
活
用
に
よ
る
支
援

　
2
．
経
営
に
関
す
る
巡
回
及
び
窓
口
相
談
の

充
実

　
3
．
巡
回
記
帳
指
導
に
よ
る
経
理
サ
ポ
ー
ト

　
4
．
源
泉
所
得
税
納
付
、
申
告
決
算
の
支
援

と
e

－

t
a
x
の
普
及
促
進

　
5
．
労
働
保
険
に
関
す
る
事
務
の
委
託
促
進

　
6
．
小
規
模
事
業
者
対
象
の
補
助
金
制
度
活

用
促
進
及
び
サ
ポ
ー
ト

　
7
．
経
営
力
向
上
及
び
経
営
革
新
に
向
け
た

事
業
計
画
策
定
へ
の
支
援

　
8
．
経
営
改
善
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
9
．
働
き
方
改
革
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

⑷
創
業
者
・
事
業
承
継
者
等
へ
の
支
援

　
1
．
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

創
業
者
へ
の
支
援

　
2
．
創
業
塾
の
開
催

　
3
．
専
門
家
に
よ
る
創
業
・
事
業
承
継
相
談

の
実
施

　
4
．
女
性
企
業
家
及
び
女
性
オ
ー
ナ
ー
支
援

に
関
す
る
事
業
の
実
施

⑸
人
材
確
保
・
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

　
1
．
人
材
確
保
・
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　
2
．
新
入
社
員
研
修
の
実
施

　
3
．
各
種
ビ
ジ
ネ
ス
検
定
の
施
行

　
4
．
企
業
合
同
説
明
会
等
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
へ
の
協
力

　
5
．
女
性
・
シ
ニ
ア
・
外
国
人
（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
）
の
活
躍
支
援

　
6
．
会
員
限
定
サ
イ
ト
※「
ポ
ル
ト
高
砂
」の

利
用
促
進

　
7
．
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
人
材
育
成
・

雇
用
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　
　
※
ポ
ル
ト
高
砂
…
高
砂
商
工
会
議
所
が
運

営
す
る
、
求
人
・
事
業
所
P
R
・
業
務

改
善
機
能
が
一
体
と
な
っ
た
会
員
限
定

の
サ
イ
ト

⑹
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
支
援

　
1
．
明
石
高
専
、
兵
庫
県
立
大
学
と
会
員
企

業
と
の
連
携
推
進

　
2
．
も
の
づ
く
り
大
学
校
と
の
連
携
推
進

⑺
商
業・サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
に
対
す
る
支
援

　
1
．
企
業
内
起
業
家
輩
出
と
創
造
的
産
業
誘

致
（
L
I
N
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
2
．
地
域
商
工
業
活
性
を
目
指
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

　
3
．
第
6
回
ふ
ら
っ
灯
バ
ル
の
実
施

　
4
．
Ｊ
Ｒ
宝
殿
駅
周
辺
活
性
化
支
援

　
5
．
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
事
業
に
よ
る
空
き

店
舗
活
用

　
6
．
地
元
産
品
を
活
か
し
た
事
業
及
び
ふ
る

さ
と
納
税
促
進

2
．
都
市
力
創
造
（
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
）

⑴
イ
ン
フ
ラ
の
基
盤
整
備
推
進

　
1
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
盤
と
な
る
次
世
代
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
推
進

　
2
．
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
の
政
策

提
言

　
3
．
情
報
・
教
育
イ
ン
フ
ラ
の
基
盤
整
備
の

推
進

　
4
．
高
砂
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
構
想
へ
の
参

画
・
協
働

　
5
．
播
磨
臨
海
地
域
道
路
網
の
早
期
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み

　
6
．
Ｊ
Ｒ
神
戸
線
の
姫
路
駅
ま
で
の
各
駅
延

伸
に
向
け
た
要
望

⑵
観
光
資
源
の
開
発
・
整
備
と
観
光
客
誘
致
対

策
事
業
へ
の
支
援

　
1
．
独
自
の
個
性
に
彩
ら
れ
た
高
砂
ル
ネ
サ

ン
ス
の
推
進

　
2
．
謡
曲
「
高
砂
」
の
普
及
と
ス
ウ
ィ
ン
グ

J
A
Z
Z
シ
テ
ィ
の
推
進

　
3
．（
一
社
）高
砂
市
観
光
交
流
ビ
ュ
ー
ロ
ー

へ
の
協
力

　
4
．
東
播
磨
産
業
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
協
議

会
へ
の
参
加

⑶
商
工
会
議
所
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
発
揮

　
1
．
会
員
・
議
員
の
意
見
を
集
約
し
行
政
に

対
し
て
要
望
活
動
を
実
施

　
2
．
兵
庫
大
学
、
明
石
高
専
、
兵
庫
県
立
大

学
と
の
産
学
連
携
に
よ
る
地
域
活
力
増

進

　
3
．
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
と
B
C
P

（
事
業
継
続
計
画
）策
定
へ
の
取
り
組
み

支
援 

　
4
．
世
界
最
先
端
の
環
境
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
5
．
商
工
会
議
所
の
役
割
と
活
用
に
つ
い
て

の
広
報
促
進

　
6
．
会
議
所
会
館
の
維
持
存
続
及
び
設
備
更

新
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進

3
．
組
織
力
向
上
（
商
工
会
議
所
活
動
基

盤
強
化
の
た
め
に
）

⑴
会
員
の
拡
大
と
持
続
可
能
な
組
織
の
創
生

　
1
．
新
規
会
員
獲
得
の
た
め
年
間
を
通
じ
て

の
会
員
増
強
の
実
施

　
2
．
部
会
並
び
に
青
年
部
、
女
性
部
活
動
の

活
性
化

　
3
．
既
存
会
員
の
満
足
度
の
向
上

　
4
．
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
議
員
改
選
の
実
施

　
5
．
そ
の
他
商
工
会
議
所
の
組
織
力
向
上
に

必
要
な
事
業

⑵
会
員
事
業
所
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

　
1
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
職
域
接
種
の
実
施

　
2
．
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
健
康
診

断
、
団
体
保
険
等
福
利
厚
生
事
業
実
施

　
3
．
各
種
共
済
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
保

険
・
退
職
金
制
度
の
加
入
促
進

　
4
．
会
報
「
な
び
つ
ま
」
発
行
及
び
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
配
信
に
よ
る
情
報
発
信

　
5
．
貿
易
関
係
証
明
書
の
発
給
な
ど
窓
口

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

　
6
．
第
12
回
高
砂
浜
風
駅
伝
大
会
の
実
施

⑶
商
工
会
議
所
活
動
基
盤
の
強
化

　
1
．
会
員
交
流
と
意
見
集
約
な
ど
会
員
参
画

機
会
の
拡
大

　
2
．
会
議
所
運
営
品
質
革
新
に
よ
る
会
員
満

足
度
の
向
上

　
3
．
職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
積
極
的

な
研
修
会
へ
の
参
加

　
4
．
収
入
の
増
加
と
経
費
の
削
減
に
よ
る
財

政
基
盤
の
安
定
強
化

3



会
議
所
の
動
き

令和4年度　高砂商工会議所　収支予算 自　令和4年　４月　１日
至　令和5年　３月３１日

一般（公益・収益を含む） 中小企業振興部 単位：千円

収　入　の　部 収　入　の　部

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．会　　　　　費

2．負　　　担　　　金

3．事　業　収　入

4．交　　　付　　　金

5．雑　　　収　　　入

6．繰　　　入　　　金

7．繰　　　越　　　金

合　　　計

36,610

400

37,199

17,789

9,100

4,910

1,284

107,292

36,610

400

33,504

14,638

2,000

5,186

380

92,718

0

0

3,695

3,151

7,100

△ 276

904

14,574

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．県　補　助　金

2．雑　　　収　　　入

3．繰　　　入　　　金

合　　　計

39,401

400

8,000

47,801

39,092

400

12,500

51,992

309

0

△ 4,500

△ 4,191

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．事　　業　　費

2．管　　理　　費

3．退 職 積 立 金

4．選　　挙　　費

5．繰　　入　　金

6．予　　備　　費

合　　　計

44,048

49,395

720

300

11,200

1,629

107,292

28,732

49,282

720

0

12,700

1,284

92,718

15,316

113

0

300

△ 1,500

345

14,574

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．給　　与　　費

2．福利環境整備費

3．旅　　　　　費

4．事　　務　　費

5．指 導 事 業 費

6．施 策 普 及 費

7．事務局長設置費

8．資質向上対策費

9．若手後継者等育成事業費

10．その他の事業費

11．予　　備　　費

合　　　計

38,503

1,064

455

487

1,650

350

4,155

95

0

100

942

47,801

40,871

1,418

455

486

1,650

350

4,155

95

2,000

100

412

51,992

△ 2,368

△ 354

0

1

0

0

0

0

△ 2,000

0

530

△ 4,191

支　出　の　部 支　出　の　部

4



レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ー

レディース　ゴーレデレディース　ーススス ゴゴゴーゴー

MC・ヨガ指導者・随筆家

能木さゆりさん

で
も
あ
る
。

　
文
中
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
化
学

会
社
の
研
究
員
や
化
粧
品
の
セ
ー
ル
ス
な

ど
十
を
超
え
る
仕
事
を
経
て
、
38
歳
の
と

き
に
出
会
っ
た
の
が
Ｍ
Ｃ
の
仕
事
。「
ブ

ラ
イ
ダ
ル
司
会
求
む
」
の
新
聞
広
告
を
見

て
、
面
白
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
に
行
っ
た
が
、
あ
え
な
く
不
採
用
。
し

か
し
、
こ
れ
に
め
げ
な
い
の
が
能
木
さ
ん
ら
し
い
と
こ

ろ
で
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
司
会
の
専
門
学
校
に
二
年
間
通
い
、

自
分
で
営
業
に
も
回
っ
て
淡
路
島
や
垂
水
で
の
ホ
テ
ル

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
Ｍ
Ｃ
な
ど
も
手
が
け
た
。

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｍ
Ｃ
の
仕
事
は
激
減
し
た
が
、

「
飽
き
性
の
私
が
ブ
ラ
イ
ダ
ル
Ｍ
Ｃ
の
仕
事
が
続
け
ら

れ
た
の
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
場
は
新
郎
新
婦
が
一
番
輝

い
て
い
る
と
き
で
、
私
も
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
る
か

ら
」
と
話
す
。

　
選
挙
の
〝
う
ぐ
い
す
〞
も
始
め
た
。
選
挙
カ
ー
に

乗
っ
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
の
が
主
な
仕
事
だ
が
、「
集

会
な
ど
で
、
み
ん
な
で
エ
イ
エ
イ
オ
ー
と
勝
ど
き
を
上

げ
る
な
ど
、
体
育
会
系
の
ノ
リ
な
ん
で
す
が
、
あ
あ
い

う
の
、
私
、
好
き
な
ん
で
す
」
と
に
っ
こ
り
。
ほ
か
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
Ｍ
Ｃ
も
手
が
け
て
き
た
が
、

「
誰
か
が
喜
ん
で
く
れ
る
仕
事
が
好
き
で
、
好
き
な
仕

事
だ
か
ら
続
け
ら
れ
る
ん
で
す
」
と
も
話
す
。
こ
の
あ

た
り
が
、
ま
さ
に
「
人
生
楽
し
ん
だ
も
ん
活
ち
」
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
10
数
年
前
か
ら
は
ヨ
ガ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕

事
も
始
め
た
。
き
っ
か
け
は
自
分
自
身
が
腰
が
弱
く
て
、

ぎ
っ
く
り
腰
を
繰
り
返
し
た
の
ち
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
ヨ
ガ
教

室
に
参
加
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た

と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
先
生
か
ら
あ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
で
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
、
能
木
さ
ん
が
思
わ
ず
「
資

格
を
取
っ
た
ば
か
り
の
私
み
た
い
な
も
の
が
指
導
し
て

も
い
い
ん
で
す
か
？
　
詐
欺
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？
」
と
訊
ね
た
ら
、
先
生
の
答
え
は
「
誰
で
も
最
初

は
初
め
て
で
す
か
ら
」。
そ
れ
で
、
な
る
ほ
ど
と
納
得

し
た
と
い
う
。

　
い
か
に
も
自
ら
「
天
然
」
と
話
す
能
木
さ
ん
ら
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
2
0
1
4
年
に
は
「
ハ
リ
・
ド

ワ
ー
ル
」
と
い
う
会
社
を
設
立
、Ｍ
Ｃ
や
ヨ
ガ
の
ほ
か

イ
ン
ド
で
始
ま
っ
た
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
（
笑
い
ヨ
ガ
）
も

60
歳
で
念
願
の
初
の
著
作
を

60
歳
で
念
願
の
初
の
著
作
を

何
事
に
も
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に

何
事
に
も
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に

始
め
た
。
笑
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
、「
ヨ
ガ
も
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
（
笑

い
ヨ
ガ
）
も
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。
何
よ

り
も
私
自
身
が
や
っ
て
い
て
、
本
当
に
楽
し
い
ん
で

す
」
と
に
っ
こ
り
。

　
笑
い
で
言
え
ば
、
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
「
笑

い
文
字
」。
カ
ー
ド
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
字
を
書
き
、

そ
の
中
に
可
愛
い
顔
を
描
く
も
の
で
、「
差
し
上
げ
た

人
も
、も
ら
っ
た
人
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
、
面
白
そ
う
や
と
思
っ
て
、
す

ぐ
に
習
い
始
め
て
資
格
も
取
り
ま
し
た
」
と
能
木
さ
ん
。

　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
も
笑
い
文
字
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
そ

れ
ま
で
の
Ｍ
Ｃ
の
仕
事
が
激
減
し
、
時
間
的
な
余
裕
が

生
ま
れ
た
か
ら
始
め
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
前
向
き
な
姿

勢
に
は
頭
が
下
が
る
。

　
今
回
取
り
上
げ
た
本
『
人
生
楽
し
ん
だ
も
ん
活
ち
』

の
中
で
も
、
能
木
さ
ん
は
「
一
人
で
も
多
く
の
人
が
こ

の
本
を
読
ん
で
元
気
に
な
っ
た
り
、
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
っ
た
り
、
前
向
き
に
な
っ
た
り
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
」
と
前
書
き
に
記
し
、
自
ら
の
経
験
を
通
し
て

「
こ
う
で
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
！
」
な
ん
て
何
も
な
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
何
事
に

も
楽
し
く
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
。
そ
ん
な
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
く
み
取
れ
る
本
で
あ
る
。

人生は楽しんだもん
　　　　　　　　活ち!です

【メモ】
『人生楽しんだもん活ち』(UTSUWA出版)
定価1,320円(税込)
尚、ご購入はツクツクHP（販売ページ）を
クリックして下さい。
https://tsuku2.jp/hari-dwar

MCの仕事が原点
MCの仕事がが原原点原点点点

　
昔
か
ら
漠
然
と
「
60
歳
に
な
っ
た
ら
、
本
を
書
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
と
話
す
曽
根
町
在
住
の
能
木
さ
ゆ

り
さ
ん
。
ま
さ
に
そ
の
還
暦
を
迎
え
た
昨
年
9
月
に
初

め
て
の
著
書
『
人
生
楽
し
ん
だ
も
ん
活
ち
〜
何
が
あ
っ

て
も
結
果
オ
ー
ラ
イ
!!
』（
発
行
：
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
出

版
）
を
電
子
書
籍
と
紙
書
籍
で
出
版
し
た
と
こ
ろ
、
ア

マ
ゾ
ン
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
の
3
部
門
で
1
位
に
輝

き
、
話
題
に
な
っ
た
。

　
夫
や
子
ど
も
の
こ
と
、
幼
い
日
の
思
い
出
や
母
の
こ

と
、
旅
か
ら
得
た
こ
と
、
ヨ
ガ
と
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
（
笑

い
ヨ
ガ
）
や
笑
い
文
字
と
の
出
会
い
、
さ
ら
に
は
こ
れ

ま
で
関
わ
っ
て
き
た
幾
つ
も
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
情
熱
を
秘
め
た
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
綴
っ
て

あ
り
、
読
み
終
え
た
後
、
気
分
が
ほ
っ
こ
り
温
ま
る
本

5



会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

│
澤
野
さ
ん
は
若
い
頃
か
ら
塗
装
の
仕
事

を
？

　
は
い
。
17
歳
の
と
き
に
旅
行
費
用
を
稼

ぐ
た
め
に
塗
装
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
加
古
川
の
志
方
町
の

塗
装
会
社
で
6
年
間
修
業
を
積
み
ま
し
た
。

働
い
て
い
る
職
人
さ
ん
た
ち
が
仕
事
に
関

し
て
は
真
面
目
な
方
ば
か
り
で
、
何
か
を

教
え
て
く
れ
る
と
い
う
の
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
が
、
日
々
の
仕
事
の
中
で
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
覚
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
ま
す
と
平
成
4
年
に

25
歳
で
創
業
さ
れ
た
と
か
？

　
は
い
。
澤
野
塗
装
と
し
て
創
業
し
て
か

ら
大
手
建
設
会
社
の
一
次
下
請
け
に
な
れ

て
、
仕
事
も
順
調
に
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
違
い
か
ら
下
請
け

を
外
さ
れ
て
、
下
請
け
の
限
界
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
方
向
を
転
換
し
て
、

地
域
に
根
付
い
た
「
顔
の
見
え
る
塗
装

店
」
を
目
指
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

│
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

　
平
成
18
年
に
株
式
会
社
サ
ワ
ノ
を
設
立

し
た
の
を
機
に
、
東
京
に
本
部
が
あ
る

「
日
本
建
築
塗
装
職
人
の
会
」
に
入
会
し

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
住

宅
塗
装
工
事
や
ア
パ
ー
ト
塗
装
工
事
を
お

客
様
に
直
接
お
届
け
す
る
こ
と
を
専
門
に

し
て
い
る
「
職
人
の
直
営
専
門
店
」
の
全

国
組
織
で
、
入
会
を
機
会
に
平
成
25
年
に

は
屋
号
を
「
七
福
リ
フ
ォ
ー
ム
」
に
変
更
。

「
全
て
は
『
あ
り
が
と
う
』
の
為
に
」
の

思
い
を
肝
に
銘
じ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　「
地
域
に
根
付
く
職
人
仕
事
と
日
本
の

心
を
守
る
」
が
職
人
の
会
の
基
本
理
念
で
、

当
社
の
目
標
で
あ
る
「
地
域
で
い
ち
ば
ん

愛
さ
れ
る
会
社
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、

事
務
所
に
大
き
く
張
り
出
し
て
い
ま
す
。

│「
職
人
」
と
い
う
こ
と
へ
の
強
い
こ
だ
わ

り
が
あ
る
の
で
す
ね
？

　
は
い
。
当
社
は
塗
料
を
売
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
技
術
を
売
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。
職
人
の
プ
ラ
イ

ド
を
か
け
て
、
あ
く
ま
で
も
適
正
な
値
段

で
良
い
仕
事
を
お
届
け
す
る
と
い
う
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

│
地
域
で
一
番
愛
さ
れ
る
会
社
と
い
う
の

は
？

　
私
の
場
合
、
あ
ち
こ
ち
に
店
を
出
し
て

会
社
を
大
き
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

な
い
ん
で
す
。
地
元
で
認
知
さ
れ
て
、
高

砂
地
域
の
一
番
店
に
な
り
た
い
と
い
う
の

が
夢
で
あ
り
目
標
で
す
。
今
年
で
創
業
30

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
お

か
げ
さ
ま
で
こ
の
30
年
の
間
に
高
砂
市
の

お
客
様
だ
け
で
6
0
0
件
以
上
施
工
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
代
、
安
さ
を
売
り
に
大
阪
あ
た

り
か
ら
や
っ
て
き
て
仕
事
を
し
て
い
る
業

者
も
あ
り
ま
す
が
、
当
社
の
よ
う
な
地
域

密
着
型
の
会
社
は
、
苦
情
や
失
敗
に
対
し

て
も
逃
げ
よ
う
が
な
い
。
だ
か
ら
ウ
ソ
の
な

い
仕
事
を
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
ん
で
す
。

│
こ
れ
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
な
ん
で
す
が
、

仕
事
の
行
動
指
針
5
項
目
の
中
に
「
健
康

管
理
と
調
和
の
取
れ
た
家
庭
生
活
を
追
求

す
る
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
の
で
す
が
、

行
動
指
針
と
し
て
は
珍
し
い
と
思
う
の
で

す
が
、
掲
げ
た
理
由
は
？

　
実
は
私
、
49
歳
の
と
き
に
心
筋
梗
塞
に

な
り
ま
し
て
、
健
康
管
理
が
一
番
だ
と
い

う
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
健
康
に
問
題
の
あ
る
人
や
家
庭
不

和
の
人
、
借
金
を
抱
え
て
い
る
人
は
仕
事

に
集
中
し
き
れ
な
い
の
で
失
敗
が
生
ま
れ

る
し
、
怪
我
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
外
壁

の
塗
装
や
屋
根
の
塗
装
の
仕
事
は
集
中
力

が
す
べ
て
で
す
か
ら
…
…
。

│
オ
フ
の
楽
し
み
と
言
い
ま
す
と
？

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
駆
っ
て
小
野
や

加
西
の
方
に
も
走
っ
て
い
ま
す
。
折
り
た

た
み
自
転
車
を
利
用
し
て
鉄
道
の
旅
も
し

た
い
し
、
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
ら
二
輪

車
で
北
海
道
を
旅
す
る
の
が
夢
で
す
。

│
商
工
会
議
所
の
会
員
と
し
て
、
会
議
所

に
対
し
て
思
う
こ
と
は
？

　
今
は
議
員
旅
行
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
ぐ
ら
い
で
す
が
、
青
年
部
の
会
長
を

し
て
い
た
平
成
22
年
当
時
に
は
、
ブ
ラ
イ

ダ
ル
都
市
・
高
砂
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
と

し
て
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
に
集
ま
っ

て
も
ら
う
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
「
キ
ャ

ン
ド
ル
カ
フ
ェ
」
を
企
画
し
、
そ
の
運
営

に
あ
た
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
と
大
変
で
し
た
が
、
今
で
は
良
い
思
い

出
で
す
。

│
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

地
域
に
根
付
い
た
「
顔
の
見
え
る
塗
装
店
」
に

　高砂商工会議所の会員に、企業
人としての抱負などについて聞く
このコーナー。今回は「七福リ
フォーム」の屋号で、地域に根づ
く塗替えリフォームの職人仕事に
取り組んでいる澤野文明さんにお
話をうかがいました。

事務所に貼り出された基本理念

目を引くのれんや看板

｢お客様の声」を大切に

●株式会社サワノ（七福リフォーム）
　高砂市荒井町御旅1－1－19
　☎079－442－7225
　http://www.sawap.co.jp/

七福リフォーム　株式会社サワノ
代表取締役

澤野 文明さん
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　「
企
業
内
起
業
家
空
間
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
」
に
所
属
す
る
企
業

7
社
を
中
心
に
、
メ
ン
バ
ー
15
人
が
週
に
1
度
集
ま
り
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

シ
ェ
ア
タ
イ
ム
が
、「
高
砂
ビ
ー
ル
を
造
っ
て
高
砂
を
も
っ

と
元
気
に
し
た
い
」
と
、
高
砂
独
自
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

（
小
さ
い
醸
造
所
で
造
っ
た
職
人
技
が
こ
も
っ
た
ビ
ー
ル
）

の
販
売
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
高
砂
町
に
お
け
る
空
き
家
対
策
と
し
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
産
業
の
誘
致
を
目
指
す
、
高
砂
商
工
会
議
所
を
母
体
に
し

た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
高
砂
で
し
か
飲
め

な
い
、
買
え
な
い
「
高
砂
ビ
ー
ル
」
で
街
を
盛
り
上
げ
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
や
空
き
家
対
策
、
商
店
街
の
活
性
化
な
ど

に
も
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
プ
ラ
ン
で
す
。

　
そ
こ
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
シ
ェ
ア
タ
イ
ム
で
は
、
高
砂
ビ
ー
ル
の

実
現
に
向
け
て
小
西
酒
造
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
（
ビ
ー

ル
醸
造
所
）
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
を
依
頼
。
満
足
で

き
る
味
を
求
め
て
何
度
も
提
案
や
試
飲
を
重
ね
、
試
行
錯
誤

の
末
に
よ
う
や
く
2
月
中
旬
に
千
本
の
ビ
ー
ル
が
メ
ン
バ
ー

に
届
け
ら
れ
、「
お
い
し
い
」「
飲
み
や
す
い
」
な
ど
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

住
の
書
家
・
藤
田
雄
大
氏
が
筆
を
取
っ
た
味
わ
い
の
あ
る

「
祭
」
の
文
字
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
何
し
ろ
高
砂
は
神
社
ご
と
の
秋
祭
り
の
ほ
か
、
万
灯
祭
な

ど
多
彩
な
祭
り
が
目
白
押
し
の
県
下
有
数
の
祭
り
ど
こ
ろ
。

ビ
ー
ル
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

で
あ
り
、
祭
り
の
場
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ラ
ベ
ル
に
「
祭
」
の
文
字
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
終
息
し
た
暁
に
は
、
祭
り
の
場
な
ど
に
高
砂

ビ
ー
ル
を
用
意
し
、
街
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
、
メ
ン
バ
ー
の
将
来
的
な
目
標
は
「
高
砂
の
ホ
ッ

プ
を
使
っ
て
高
砂
醸
造
所
で
ビ
ー
ル
を
造
る
」
こ
と
。
こ
れ

に
よ
り
、
例
え
ば
ビ
ー
ル
の
原
料
と
な
る
ホ
ッ
プ
の
苗
を
市

民
に
配
布
し
、
実
を
育
て
て
も
ら
う
こ
と
で
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
緊
密
に
し
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
醸
造
所
や
バ
ー

に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
空
き
家
対
策
や
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
も
っ
か
メ
ン
バ
ー
は
高
砂
ビ
ー
ル
の
存
在
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
試
飲
会
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
市
内
の
飲
食
店
や
酒
販
店
な
ど
に
足
を
運
び
、

年
間
5
千
本
を
目
標
に
販
路
の
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　「
ア
ナ
ゴ
な
ど
と
同
様
、
い
ず
れ
は
高
砂
の
特
産
品
に
」

「
県
外
に
出
て
い
る
人
に
も
高
砂
を
思
い
出
し
て
も
ら
う

ツ
ー
ル
に
」
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
は
意
気
盛
ん
。
み
ん
な
で
応

援
し
た
い
も
の
で
す
。

　
高
砂
ビ
ー
ル
は
、

濃
色
の
麦
芽
（
モ
ル

ト
）、
ホ
ッ
プ
、
酵
母
、

水
を
使
っ
た
色
味
の

濃
い
、
深
い
コ
ク
の

あ
る
黒
ビ
ー
ル
タ
イ

プ
と
、
副
原
料
に
オ

レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
や
コ

リ
ア
ン
ダ
ー
を
用
い

て
爽
や
か
な
味
と
香

り
を
引
き
出
し
た
白

ビ
ー
ル
タ
イ
プ
の
2

種
類
で
、
い
ず
れ
も

ラ
ベ
ル
に
は
市
内
在

黒と白の 2つのタイプがある高砂ビール

毎年 9月に行われる万灯祭

LINCシェアタイムが新たな取り組み

高砂
ビール

を造って高砂をもっと元気に!

7



高砂
ゆかりの人々

荒
井
小
学
校
・
中
学
校
の
『
校
歌
』
を
作
曲
し
た

現在の荒井小学校

吉田正自身の手書きの楽譜

　
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
𠮷
田
正
作
曲
の
荒
井

小
学
校
・
中
学
校
校
歌
の
一
節
を
紹
介
し

た
い
。
こ
の
小
・
中
校
歌
は
か
つ
て
私
も

子
供
も
歌
い
、
現
在
は
小
学
生
の
孫
も

歌
っ
て
い
る
。

　
荒
井
小
学
校
　
校
歌大

倉
　
芳
郎
　
作
詞

𠮷
田
　
　
正
　
作
曲

　
　
み
ど
り
は
匂
う
　
播
磨
野
に

　
　
希
望
も
ひ
ろ
く
　
ひ
ら
け
ゆ
く

　
　
光
　
光
　
光
の
若
芽

　
　
伸
び
る
よ
明
る
い
　
朝
日
を
浴
び
て

　
　
智
恵
あ
る
花
は
　
こ
こ
に
さ
く

　
荒
井
中
学
校
　
校
歌今

井
　
広
史
　
作
詞

𠮷
田
　
　
正
　
作
曲

　
　
播
磨
野
ひ
ろ
く
　
海
近
く

　
　
波
に
千
鳥
の
　
呼
ぶ
と
こ
ろ

　
　
輝
く
ひ
と
み
　
健
や
か
に

　
　
世
紀
の
明
日
を
　
担
う
も
の

　
　
お
お
わ
が
学
び
舎
　
心
の
故
郷

　
　
荒
井
中
学
　
望
み
あ
れ

（
廣
瀬
明
正
　
文
）

　※
本
稿
を
ま
と
め
る
際
に
、𠮷
田
正
の
出

身
地
で
あ
る
茨
城
県
日
立
市
の
生
活
環

境
部
文
化
・
国
際
課
及
び
𠮷
田
正
音
楽

記
念
館
に
は
、
関
係
資
料
の
調
査
、
写

真
の
提
供
な
ど
で
お
世
話
に
な
り
感
謝

申
し
上
げ
る
。

い
る
が
、
お
そ
ら
く
荒
井
中
学
校
と
同
じ

昭
和
二
十
六
年
頃
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ど
う
い
う
ル
ー
ト
で
𠮷
田
正
に
校
歌
作
曲

の
依
頼
を
し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、

作
詞
は
荒
井
小
学
校
が
大
倉
芳
郎
で
、
荒

井
中
学
校
は
今
井
広
史
で
あ
る
。

　
作
詞
家
大
倉
芳
郎
は
春
日
八
郎
の
『
赤

い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
』
な
ど
の
歌
謡
曲
の

み
な
ら
ず
市
町
村
歌
、
校
歌
を
作
詞
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
、
昭
和
二
十
九
年
の
『
荒

井
音
頭
』『
荒
井
小
唄
』
の
補
作
詞
も
担

当
し
て
い
る
。
今
井
広
史
は
『
日
本
教
職

員
組
合
歌
』（
佐
々
木
す
ぐ
る
作
曲
）
を

は
じ
め
多
く
の
校
歌
を
作
詞
し
て
い
る
。

　
𠮷
田
正
は
昭
和
二
十
三
年
八
月
シ
ベ
リ

ア
か
ら
復
員
す
る
が
、
九
月
に
な
る
と
自

身
が
従
軍
中
に
作
曲
し
話
題
に
な
っ
た
歌

に
、
佐
伯
孝
夫
が
補
作
詞
し
た
『
異
国
の

丘
』
が
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
よ
り
発
売
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
流
行
歌
の
作
曲
家
と
し

て
売
り
出
す
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
の
三

浦
洸
一
の
『
落
葉
し
ぐ
れ
』
や
鶴
田
浩
二

の
『
街
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
』
あ
た
り

か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
校
歌
を
は
じ
め
い

ろ
い
ろ
な
作
曲
の
依
頼
を
引
き
受
け
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

る
。
昭
和
二
十
二
年
に
学
制
改
革
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
尋

常
高
等
小
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
新
し
い
小

学
校
（
六
年
制
）
と
、
中
学
校
（
三
年
制
）

が
設
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
旧
小

学
校
の
校
歌
を
引
き
継
ぐ
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
全
国
の
多
く
の
小
学
校
は

新
し
く
校
歌
を
作
り
直
す
こ
と
に
な
り
、

中
学
校
も
新
校
歌
を
制
定
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
高
砂
市
内
の
学
校
沿
革
史
な
ど
を
見
る

と
、
例
え
ば
荒
井
中
学
校
は
昭
和
二
十
六

年
三
月
二
十
日
、
高
砂
小
学
校
は
昭
和
二

十
八
年
三
月
に
校
歌
制
定
と
明
記
し
て
い

る
が
、
そ
の
他
は
不
明
で
あ
る
。
昭
和
二

十
二
年
の
学
制
改
革
当
時
は
未
だ
戦
後
の

混
乱
期
で
も
あ
っ
た
の
で
、
全
国
一
斉
に

新
校
歌
が
制
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
翌
昭
和
二
十
三
年
〜
二
十
八
年
頃
に

か
け
て
、
各
地
の
学
校
に
お
い
て
順
次
制

定
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

楽
譜
に
「
元
気
よ
く
明
朗
に
」

　
最
近
に
な
っ
て
、
東
京
の
古
書
店
『
風

船
舎
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
𠮷
田
正
自

筆
譜
「
兵
庫
県
高
砂
市
立
荒
井
小
学
校
校

歌
」（
歌
詞
付
）
が
販
売
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
っ
た
。
す
で
に
売
切
れ
て
お
り
残

念
だ
が
、
赤
見
悟
代
表
の
話
で
は
、
十
年

ほ
ど
前
に
全
国
古
書
籍
商
組
合
連
合
会
主

催
の
市
場
で
入
手
し
、
数
年
後
に
買
い
手

が
付
い
た
と
の
こ
と
。
掲
載
さ
れ
て
い
る

楽
譜
の
頭
に
「
元
気
よ
く
明
朗
に
」
と
書

か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。（
写
真
参
照
）

　
現
時
点
（
令
和
三
年
十
二
月
一
日
）
で

荒
井
小
学
校
の
校
歌
が
い
つ
作
ら
れ
た
か

は
分
か
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
と
調
査
し
て

昭
和
歌
謡
の
巨
星
が
作
曲

　
𠮷
田
正
（
一
九
二
一
〜
九
八
）
と
い
え

ば
、
ム
ー
ド
歌
謡
、
青
春
歌
謡
、
リ
ズ
ム

歌
謡
を
幅
広
く
手
掛
け
、
鶴
田
浩
二
、
フ

ラ
ン
ク
永
井
、
松
尾
和
子
、
和
田
弘
と
マ

ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
、
橋
幸
夫
、
吉
永
小
百
合

ら
多
く
の
歌
手
を
育
成
し
、
国
民
栄
誉
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
戦
後
の
日
本
歌
謡
史
を

代
表
す
る
作
曲
家
の
一
人
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
二
四
〇
〇
を
こ
え
る
と
い
わ

れ
る
作
曲
数
の
中
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

の
歌
で
あ
る
『
異
国
の
丘
』
を
は
じ
め
、

『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』『
誰
よ
り
も

君
を
愛
す
』『
い
つ
で
も
夢
を
』『
美
し
い

十
代
』
な
ど
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
あ
り
、

私
の
若
い
頃
か
ら
の
愛
唱
歌
『
霧
の
中
の

少
女
』
も
そ
の
中
の
一
曲
で
あ
る
。

　
こ
の
𠮷
田
正
が
わ
が
母
校
で
あ
る
加
古

郡
荒
井
村
立
（
現
高
砂
市
立
）
荒
井
小
学

校
、
荒
井
中
学
校
の
校
歌
を
作
曲
し
て
い

荒井神社名誉宮司
廣瀬　明正さん

𠮷
田

　正

よ

　し

だ

た
だ
し
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私のお気に入りの店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私私私私
ののの
お
の
おお
気
お
気気気
に
気
ににに
入入入
り
入
りりり
ののの
店
の
店店店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私の宝物私の宝物 ～ My Treasure ～～ My Treasure ～MMMMMMMMMMMMMyyyyyyMMM TTTTTTTTrrrrrrTTTTTTTT eeeerrr aaaaaaassssssuuuuu

私
の
宝
物

[推薦の言葉]
　お店の外観・内観ともに見ごたえが
あり、落ち着いて過ごせるお店です。
高砂に来た友人にお勧めの食事処を聞
かれると、まず千尋さんを一番におす
すめします。
　お蕎麦も細打ちでのど越しがよく、
どのメニューもとても美味しいです。

　高
砂
商
工
会
議
所
会

館
に
も
近
い
本
町
通
に

面
し
た
、
町
家
風
の
佇

ま
い
が
趣
の
あ
る
「
手
打
ち
そ
ば
千
尋
」。

「
何
よ
り
も
鉄
道
と
温
泉
と
そ
ば
が
大
好
き
」

と
い
う
寺
尾
弘
さ
ん
が
店
主
を
務
め
る
が
、

そ
も
そ
も
は
20
年
ほ
ど
前
に
奥
さ
ん
の
千
津

子
さ
ん
が
細
工
町
で
始
め
た
居
酒
屋
が
ル
ー

ツ
。10
年
ほ
ど
前
に
弘
さ
ん
が
前
の
職
場
を
定

年
退
職
後
、手
打
ち
そ
ば
を
も
う
一
つ
の
看
板

に
掲
げ
て
開
い
た
の
が
、
こ
の
お
店
で
あ
る
。

　そ
ば
打
ち
は
独
学
で
学
び
、
当
初
は
地
産

地
消
を
目
指
し
、
県
内
産
の
そ
ば
に
い
ろ
い

ろ
と
当
た
っ
て
み
た
が
、
地
元
の
そ
ば
は
安

定
供
給
が
難
し
く
て
断
念
。
そ
こ
で
目
指
し

た
の
が
、
鉄
道
と
温
泉
と
そ
ば
を
追
っ
て
旅

し
た
北
海
道
で
出
会
っ
た
、
の
ど
越
し
が

す
っ
き
り
と
し
た
や
や
白
っ
ぽ
い
細
打
ち
そ

ば
。
そ
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
今
も
そ
ば
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
自
分
好
み
の
そ
ば
粉
を
仕
入

れ
て
い
る
と
い
う
。

町家風の店構えと寺尾さん

　昼
間
は
〝
そ
ば
粉
8
、
つ
な
ぎ
2
〞
の
二

八
そ
ば
を
中
心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
、
夜
は
そ

ば
に
プ
ラ
ス
奥
さ
ん
お
手
製
の
居
酒
屋
メ

ニ
ュ
ー
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
ば
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
が
、
自
宅
で
取
れ
た
す
だ
ち
の
ス

ラ
イ
ス
を
そ
ば
の
上
に
た
っ
ぷ
り
乗
せ
た

「
豚
す
だ
ち
そ
ば
」（
7
8
0
円
）
で
、
夏
は

冷
た
い
そ
ば
を
、
冬
は
温
か
い
そ
ば
を
い
た

だ
け
る
が
、「
柑
橘
類
と
そ
ば
は
良
く
合
う

ん
で
す
よ
」
と
弘
さ
ん
も
太
鼓
判
。
そ
ば
と

一
品
を
セ
ッ
ト
に
し
た
定
食
の
類
も
人
気
で
、

な
か
で
も
奥
さ
ん
自
慢
の
厚
焼
き
玉
子
と
そ

ば
、
さ
ら
に
は
雑
穀
米
の
ご
は
ん
、
小
鉢
、

デ
ザ
ー
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
厚
焼
き
玉

子
セ
ッ
ト
」も（
1
0
0
0
円
）も
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
だ
と
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

　料
理
の
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
印
象
深

か
っ
た
の
が
元
は
呉
服
屋
さ
ん
だ
っ
た
と
い

う
築
約
1
0
0
年
の
古
民
家
を
譲
り
受
け
た

と
い
う
店
の
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
。
店
内
に

は
カ
ウ
ン
タ
ー
が
7
席
、
テ
ー
ブ
ル
が
5
席
、

座
敷
が
8
席
あ
る
が
、
当
時
の
職
人
た
ち
が

腕
に
よ
り
を
か
け
た
座
敷
の
床
の
間
や
欄
間

の
細
部
に
も
凝
っ
て
い
て
、
座
敷
か
ら
眺
め

る
庭
のし設つ
らえ
や
檜
皮
を
葺
い
た
建
物
の
壁
な

ど
に
も
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
る
。

　「高
砂
も
今
で
は
寂
し
い
町
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
日
本
人
は
お
そ
ば
が
好
き

だ
し
、
高
砂
に
お
見
え
に
な
っ
た
方
に
美
味

し
い
お
そ
ば
を
提
供
し
、
高
砂
の
町
を
何
と

か
も
う
一
度
盛
り
上
げ
た
い
。
そ
ん
な
思
い

も
あ
る
ん
で
す
」
と
弘
さ
ん
。
コ
ロ
ナ
が
終

息
し
た
ら
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
訪
ね
て
欲
し

い
店
で
あ
る
。

高砂商工会議所　三木 貴弘さん

町
家
風
の
店
舗
で
い
た
だ
く
こ
だ
わ
り
の
手
打
ち
そ
ば

※新型コロナウイルス感染拡大により営業時間や定休日が変更になることがあります。事前にご確認ください。

●手打ちそば　千尋
　高砂市高砂町北本町1178－1　☎079－443－3750
　営業時間／11：30～14：00、17：00～22：00　
　定 休 日／月曜日

播磨環境管理センター株式会社
取締役会長

青柳 進さん
エリザベス二世
　ご成婚70周年記念1000ポンド金貨

　2017年に英国王立造幣局が発行した1000ポン
ド金貨で、直径10センチ、重量は 1キロで、初
めて手にしたときは、その重さに驚きました。
　1947年の11月に女王エリザベス二世とフィ
リップ殿下とのご成婚の儀がウエストミンス
ター寺院で行われ、2017年がちょうどご成婚70
周年に当たることから発行されたのですが、金
貨には女王と殿下の肖像が刻まれています。発
行数は世界中でわずか31枚で、日本には私が所
有している金貨のほか、あと 1枚が入っている
だけです。
　普段から付き合いがある大阪髙島屋から、こ
の金貨が発行されることを知らされ、世界で31

枚（実際に世の中に出ているのは30枚）、日本
には 2枚しか入らないということを聞いて、な
かなか手に入らない貴重なものだと思い、買う
ことにしました。
　私は「人との出会いを大事にする」「人の話
を聞く」「人より何事も先にやる」をモットー
に生きてきましたが、金貨の購入も「人よりも
先にやる」のモットーに従ってやったもので、
その後にフィリップ殿下がお亡くなりになった
こともあり、当時の購入価格は1296万円でした
が、今はもっと価値が上がっています。
　「これはと思ったら、人より先にやる」。その
ことをこの金貨からも学びました。 輝きを放つ1000ポンド金貨
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　令
和
4
年
1
月
17
日
か
ら
2
月
18
日
ま
で
の
二
十
四
日

間
に
わ
た
り
高
砂
市
中
小
企
業
労
働
福
祉
協
議
会
と
の
共
催

に
よ
る
従
業
員
健
康
診
断
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
健
康
診
断
は
比
較
的
少
人
数
の
事
業
所
で
も
巡
回

健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
事
業
所
巡
回
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
で
も
、
市
内

の
公
民
館
等
に
て
集
合
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
料
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
の
補
助
金
に
よ
り
低
額
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
た
め
毎
年
多
数
の
方
が
受
診
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
も
同
時
に
実
施
し
て
お
り
、
三
十
五
歳
以
上
七
十
五

歳
未
満
の
協
会
け
ん
ぽ
加
入
事
業
所
の
被
保
険
者
の
方
は
、

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
協
会
け
ん
ぽ
以
外
の
組
合

管
掌
な
ら
び
に
国
民
健

康
保
険
組
合
加
入
者
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。）
こ
の
健
診
は
協

会
け
ん
ぽ
か
ら
費
用
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
検
査
項
目
も
充

実
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

従
業
員
健
康
診
断

　
　

　
　
　を
実
施
し
ま
し
た
！

従
業
員
健
康
診
断

　
　

　
　
　を
実
施
し
ま
し
た
！

高砂商工会議所展示コーナー出展者募集
　高砂商工会議所の展示ブースの
一角に、有料で貸し出す小さな展
示コーナーができました。市内の
事業者を中心に、多くの人が訪れ
る高砂商工会議所。そこに商品を
展示することで、新たな取引の
キッカケ作りとして利用してみま
せんか？ご興味がございましたら、
お気軽にお問い合わせください。

料金：2,000円／月(税込)

【展示スペースの大きさ】
縦：約43㎝　横：約43㎝　奥行き：45㎝

新
入
職
員
の
紹
介

　令
和
4
年
2
月
1
日
よ
り
高
砂
商
工
会

議
所
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
山
本
で
す
。

　事
務
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、一
日
で
も

早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
高
砂
商
工
会
議
所

　事
務
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　総
務
課

　山
本

　潤
美

【お問い合せ先】高砂商工会議所 総務課　tel：079－443－0500

【
会
員
の
皆
様
へ
】

〜
会
議
所
会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

　会
議
所
会
費
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
の
皆
様
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
4
年
度
前
期
分
を
4
月
15
日
㈮
に
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「PORTO TAKASAGO（ポルト高砂）」とは、PRページ作成、求人、業務改善ツー
ルが一体となった会員事業所限定サービスです。
　高砂市で働きたいと考えている求職者に向けて、事業所が自ら魅力や採用情報を発信
することができます。
　また、会員に発行されるマイページで
は、オンラインを活用した業務改善に便
利なツールをお使い頂けます（※一部有
料サービスです）。
　ぜひご登録いただき、会員事業所のメ
リットの一つとしてご活用ください！

会員のひろば

高砂商工会議所の新サービス高高高砂砂砂商商商工工工工会会会会議議議議所所所所ののの新新新サササーーービビビスススス
　　　「PORTO TAKASAGO」が　　「「PPPOOORRRTTOOO TTAAAKKKAAASSAAAGGGOOO」」がががが
　　　　　　　　　　ご利用いただけます！　　 　　ごごご利利利利用用用いいいいたたただだだけけけままますすすす！

高砂商工会議所の新サービス
　　　「PORTO TAKASAGO」が
　　　　　　　　　　ご利用いただけます！
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会員のひろば

⑵
二
号
議
員
の
選
任

◆
二
号
議
員
は
、
会
員
の
主
要
事
業
の
業
種
ご

と
に
所
属
し
て
い
る
部
会
の
中
で
選
出
さ
れ

る
職
種
代
表
で
す
。
当
所
で
は
七
部
会
が
あ

り
、
定
数
は
三
十
ニ
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
二
号
議
員
を
選
任
す
る
部
会
は
、
八
月
十
六

日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
開
催
の
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
に
通

知
さ
れ
ま
す
。

⑶
一
号
議
員
の
選
挙

◆
一
号
議
員
は
、
会
議
所
の
会
員
と
特
定
商
工

業
者
の
人
が
選
挙
に
よ
っ
て
選
ぶ
議
員
で
す
。

　一
号
議
員
の
定
数
は
五
十
三
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

◆
一
号
議
員
に
立
候
補
で
き
る
人
は
、
選
挙
権

を
有
す
る
会
員
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
法
人
会
員
や
団
体
会
員
に
つ
い
て
は
、

法
人
ま
た
は
団
体
の
資
格
で
立
候
補
し
ま
す
。

◆
立
候
補
の
方
法

　①
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
立
候
補
の

届
出
を
行
う
。

　②
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
が
、
他
人

を
議
員
立
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
本
人
の
承
諾
を
得
て
、
推

薦
届
出
を
行
う
。

◆
立
候
補
は
八
月
十
六
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま

で
に
所
定
の
届
出
書
に
よ
り
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
立
候
補
を
辞
退
さ
れ
る
場
合
は
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
届
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
投
票
日
は
九
月
八
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　投
票
の
方
法
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
の
間
に
本
所
に
お
い
て
単
記
無
記
名
投

票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　ど
う
し
て
も
投
票
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、「
代

　議
員
の
選
出
は
、
①
三
号
議
員
、
②
二
号
議

員
、
③
一
号
議
員
の
順
で
選
出
さ
れ
ま
す
。

　
⑴
三
号
議
員
の
選
任

◆
三
号
議
員
は
、
定
款
で
は
「
会
頭
が
常
議
員

会
の
同
意
を
得
て
、
会
員
の
う
ち
か
ら
選
任

す
る
。
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

会
議
所
運
営
に
ぜ
ひ
参
画
し
て
い
た
だ
き
た

い
人
を
会
員
の
中
か
ら
選
考
し
、
選
任
す
る

議
員
で
す
。

　三
号
議
員
の
定
数
は
十
五
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　ま
た
三
号
議
員
の
選
任
期
日
は
規
約
に
よ
り
、

二
号
議
員
よ
り
も
前
に
行
な
い
ま
す
。

理
投
票
証
明
書
」
に
よ
っ
て
代
理
投
票
を
依

頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
開
票
は
即
日
行
い
ま
す
。

◆
一
号
議
員
を
選
挙
す
る
資
格
の
あ
る
人
は
、

　①
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間
ま
で
に
会
員
と
な

　
　り
会
費
を
完
納
し
て
い
る
人
。

　②
特
定
商
工
業
者
で
同
日
ま
で
に
負
担
金
を

完
納
し
て
い
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

◆
選
挙
人
名
簿
は
、
八
月
三
日
か
ら
八
月
九
日

ま
で
に
縦
覧
に
共
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
名

簿
へ
の
記
載
確
認
、
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は

訂
正
し
、
ま
た
会
費
を
完
納
さ
れ
て
い
る
か

を
調
整
し
て
、
八
月
十
二
日
に
確
定
し
ま
す
。

◆
選
挙
権
は
、
負
担
す
る
会
費
一
口
に
つ
き
一

個
と
し
、
最
高
五
十
個
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
十
口
の
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
場
合
は
十
個
の
選
挙
投
票
数
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
立
候
補
者
が
定
員
を
超
え
な
い
と
き
は
、
無

投
票
と
な
り
、
選
挙
は
実
施
し
な
い
で
議
員

の
当
選
が
確
定
し
ま
す
。

令
和
四
年
度

高
砂
商
工
会
議
所
議
員
選
挙

議
員
選
出
の
順
序
と
方
法

　今
秋
は
当
商
工
会
議
所
で
は
、
議
員
改
選
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
現
議
員
の
任

期
は
十
月
三
十
一
日
で
満
了
し
、
定
款
並
び
に
高
砂
商
工
会
議
所
議
員
の
選
挙
及

び
選
任
に
関
す
る
規
約
に
基
づ
い
て
、
改
選
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　つ
き
ま
し
て
は
、
十
月
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
考
慮
し
、
九
月
に
選
挙
を
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

選
任
は
3
・
2
・
1
の
順
で
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会員のひろば

　ハガキまたはメールに①クイズの答え②郵便番号③住所④氏
名⑤｢なびつま」の感想をお書き添えの上、右記まで送付くだ
さい。正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオ
カード」をプレゼント致します。
　なお当選は賞品の発送をもって発表とかえさせていただきます。

応募締切　2022年5月31日まで(当日消印有効)
送 付 先　〒676-8558
　　　　　高砂市高砂町北本町1104
　　　　　高砂商工会議所　総務課
E -ma i l　takasho@takasago-cci.or.jp

前回(263号)の答え：Q1 74(番)　Q2 にこにこ

なびつま264号で掲載されている記事をもとに、クイズを出題！
全問正解者の中から抽選で1名の方に｢3,000円分のクオカード｣をプレゼント致します!クイズコーナー

Ｑ１　『七福リフォーム』が、過去30年間で手掛けた高砂市内のお客様の施工件数は？　　　　　　　

Ｑ２　『手打ちそば 千尋』で提供している人気メニューに使われている柑橘類の名前は？

月　　日 １号議員（53人) ２号議員（32人) 3号議員（15人)

7月20日（水)

7月20日（水)

8月3日（水)

8月9日（火)

8月12日（金)

8月16日（火)

8月30日（火)

8月31日（水)

9月8日（木)

9月12日（月)

選挙委員会設置　　(規 3 )

選挙人名簿縦覧日告示
　　　　　　　　　(規10)

選挙人名簿縦覧及び異議の
申出の期間　　（規10.11)
被選挙権者確定　　(規 5 )

選挙人名簿の確定　(規12)
議員選挙の告示　（規6.2)

１号議員立候補届出開始
　　　　　　　(規24.1.2)

１号議員立候補届出締切
　　　　　　　　(規24.1)

１号議員立候補辞退の締切
　　　　　　　　(規24.3)

選挙投票日　　　　 (規6)

当選人告示、当選通知
　　　　　　　　　(規29)

この期間中に各部会を開催
し、2号議員を選任
　　　　　　　　(規33,36)
5日以内に確定及び告示
　　　　　　　　　(規37)

3号議員の選任は、2号議
員の選任よりも前に行う
　　　　　　　　　(規40)

令和4年度　高砂商工会議所議員選挙選任の日程(案)

⎫
―
⎬
―
⎭

●商工会議所議員とは●
　商工会議所議員とは、商工会議所最高議決機関として設立されている議員総会の構成員であって、実質的
には市の商工業界を代表して意見を反映させるとともに、地域経済の枢要な諸問題の審議に参画する重要な
地位にあります。
　議員は、議員総会において定款変更をはじめ、会員・負担金・選挙等に関する規約の設定・変更・廃止・
役員の選任・事業計画・収支予算の決定など会議所運営の基本的事項を審議決定するとともに、会議所事業
の推進、運営に当たる重要な任務をもっています。
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高砂市高砂町浜田町２－３－５
TEL（０７９）４４２－２６８１

三井住友銀行高砂支店

高砂市伊保港町１丁目８－１
TEL（０７９）４４８－６００１

兵庫信用金庫高砂支店

高砂市荒井町中新町８－１８
TEL（０７９）４４３－４３０１

み な と 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町御旅２丁目１０－２
TEL（０７９）４４３－１３１３

西兵庫信用金庫高砂支店

高 砂 市 神 爪 １ 丁 目 １ ０－２
TEL（０７９）４３２－８７１１

日新信用金庫宝殿支店

“地元を愛し”　“地元に生きる”
高砂金融会（順不同）

企業発展のために　！！



〒676-0082　高砂市曽根町2900番地
　　　　　　　0 7 9（4 4 7）7 1 6 0

工場長　奥　田　正　浩

東洋紡株式会社　高砂工場
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